
　

平
成
23
年
度
豊
島
区
地
域
支
部
総
会
・
シ

ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
・
懇
親
会
が
、11
月
5
日（
土
）

池
袋
の
豊
島
区
上
池
袋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
84
名
の
校
友
・
来
賓
の
御
出
席
を

賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
事
業
・
決
算
報
告
、次
年
度
事

業
の
計
画
と
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
で
は
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
の

義
捐
金
募
集
を
目
指
し
、「
池
袋
え
ん
が
わ

市
」の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
5
〜
7
月
、9

〜
10
月
の
5
回
の
出
店
で
60
名
の
校
友
の
御

参
加
を
頂
き
義
捐
金
4
8
0
7
8
円
を
豊

島
区
経
由
で
被
災
地
の
皆
様
に
お
届
け
す
る

事
が
出
来
、参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
皆
様
に

『
新
年
賀
詞
交
歓
会
』

日
時
：
平
成
24
年
2
月
18
日（
土
）

　
　
　18
時
〜

場
所
：
地
球
飯
店

　
　
　豊
島
区
西
池
袋
1-

22-

8
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日
時
：
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成
24
年
8
月
4
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〜

場
所
：
ホ
テ
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第
一
イ
ン

　
　
　豊
島
区
東
池
袋
1-

42-
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成
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年
11
月
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時
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場
所
：
豊
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区
勤
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福
祉
会
館
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区
西
池
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今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、の

『
三
木
酒
店
』三
代
目
ご
当
主
、三
木
寛
司

さ
ん
で
す
。

　

三
木
さ
ん
は
、昭
和
55
年
文
学
部
の
ご

卒
業
。付
属
明
治
高
校
時
代
は
、山
岳
部
に

所
属
さ
れ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
派
で
す
が
、現
在

は
仕
事
が
忙
し
く
趣
味
の
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
も
お
休
み
が
ち
と
か
。

　

お
店
は
Ｊ
Ｒ
と
地
下
鉄
南
北
線
の
駒
込

駅
よ
り
徒
歩
10
分「
染
井
銀
座
商
店
街
」の

ほ
ぼ
中
央
、創
業
大
正
13
年
の
老
舗
で
す
。

　

店
内
に
入
っ
て
ま
ず
目
に
入
る
の
が
写

真（
右
）の「
純
米
吟
醸
酒
・
桜
の
里
染
井
」

の
原
酒
樽
！　

四
合
ビ
ン
1
0
0
0
本
分

の
巨
大
な『
サ
ー
マ
ル
タ
ン
ク
』は
、蔵
元
と

同
じ
環
境
で
原
酒
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

蔵
元
見
学
で
し
か
飲
む
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
杜
氏
専
用
の
秘
蔵
酒
が
こ
こ
駒
込

で
味
わ
え
ま
す
。（
試
飲
も
出
来
ま
す
よ
！
）

　

ま
た
清
酒
以
外
に
も
豊
富
な
品
揃
え
の

ワ
イ
ン
。気
軽
に
飲
め
る『
普
段
飲
み
』か
ら

フ
ラ
ン
ス
の
格
付
シ
ャ
ト
ー
ま
で
、選
び
抜

い
た
こ
だ
わ
り
の
銘
柄
が
と
こ
ろ
狭
し
と

並
ん
で
い
ま
す
。和
食
に
合
う
国
産
の
白
ワ

イ
ン
が
店
長
イ
チ
オ
シ
。お
酒
の
美
味
し
い

季
節
、パ
ー
テ
ィ
ー
や
家
飲
み
に
是
非
！

取
材
・
文
：
島
倉 

仁
志

昭和55年卒 三木 寛司さん

お
店
紹
介

豊
島
区
内
で
ご
商
売
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
校
友
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

感
謝
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、特
別
企
画
と
し
て
我
が
明
治
大
学

校
友
会
向
殿
会
長
に
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参

加
頂
き
ま
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム『
東
日
本

大
震
災
と
明
治
魂
』で
は
震
災
当
日
の
各
自

の
姿
を
思
い
出
さ
せ
、そ
の
後
の
大
震
災
に
つ

い
て
如
何
に
あ
る
べ
き
か
を
問
い
直
す
良
い

機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
う
か
？

　

続
く
懇
親
会
で
は
、美
味
し
い
料
理
と
お

酒
に
酔
い
し
れ
な
が
ら
、村
形
絵
里
さ
ん
の

歌
に
始
ま
り
明
治
大
学
応
援
団
・
バ
ト
ン
チ

ア
リ―

デ
イ
ン
グ
部
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
盛

り
上
が
り
、し
ば
し
学
生
時
代
の
気
分
を
存

分
に
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
後
は
、参
加
者
全
員
で
肩
を
組
ん
で
の

校
歌
の
大
合
唱
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
度

支
部
総
会
開
催
さ
れ
る

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
、2
0
1
1
年
は
3
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
に
始
ま
り
、8
月
か
ら
9
月
に
懸

け
て
は
台
風
の
影
響
で
日
本
列
島
は
ま
た
ま

た
大
被
害
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
放
射
能
漏
れ
事
故
の
影
響
で
各
地
に
そ

の
被
害
が
及
ん
で
お
り
、年
が
明
け
て
も
収

束
す
る
気
配
は
見
え
ま
せ
ん
。

　

自
然
の
猛
威
と
人
類
が
創
り
出
し
た
放
射

能
で
我
々
が
苦
し
み
も
が
い
て
い
る
現
状
は

日
本
国
民
と
し
て
今
一
度
、一
人
一
人
正
面
か

ら
こ
の
二
つ
の
命
題
に
取
り
組
み
次
世
代
及

び
後
世
の
国
民
に
日
本
人
に
生
ま
れ
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
え
る
日
本
国
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
本
年
の
干
支
は
辰
年
で
す
の
で
是

非
、昨
年
起
き
ま
し
た
様
々
な
不
幸
な
出
来

事
を
昇
竜
の
勢
い
で
振
り
払
い
、国
民
生
活

が
安
寧
・
安
泰
で
あ
る
社
会
を
実
現
出
来
ま

す
よ
う
我
々
豊
島
区
地
域
支
部
一
同
微
力
で

は
有
り
ま
す
が「
内
な
る
心
の
怒
り
を
勇
猛

心
」に
変
え
て
共
々
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、校
友
と
御
家
族
様
の

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
あ
い
さ
つ

支
部
長

　三
浦
昭
生

行  

事  

予  

定

有限会社 三木酒店
豊島区駒込3-29-7　TEL.03-3918-5383
営業時間：午前10時～午後11時
定休日：水曜日
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明
治
魂
を
伝
え
る

　
私
は
他
大
学
の
附
属
高
校
に
い
た
の
で
す
が
、

そ
こ
を
飛
び
出
し
1
年
浪
人
し
、明
治
大
学
に
入

り
ま
し
た
。和
泉
校
舎
時
代
は
E
S
S
に
所
属
し
、

出
席
率
が
悪
く
２
年
で
首
に
な
り
、御
茶
ノ
水
に

移
っ
て
か
ら
英
会
話
同
好
会
に
入
部
、3
年
の
時

の
大
学
祭
で
は
英
会
話
喫
茶
を
開
き
、提
出
用
と

の
二
重
帳
簿
を
作
り
昭
和
43
年
当
時
で
8
万
円
の

収
益
を
上
げ
、心
配
す
る
4
年
生
を
キ
ャ
バ
レ
ー

に
連
れ
て
行
き
、一
晩
で
使
い
切
っ
た
の
を
鮮
明
に

覚
え
て
い
る
。勉
強
の
記
憶
は
無
い
。麻
雀
、パ
チ
ン

コ
、ボ
ー
リ
ン
グ
、ビ
リ
ヤ
ー
ド
に
明
け
暮
れ
た
。

　
昭
和
45
年
に
松
下
電
器
株
式
会
社
に
入
社
、松

下
通
信
工
業
株
式
会
社
東
京
営
業
所
に
配
属
。

霞
ヶ
関
に
あ
る
官
公
庁
を
市
場
と
し
た
営
業
を

推
進
。そ
の
後
、取
締
役
情
報
シ
ス
テ
ム
事
業
部

長
、シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー

社
長
、常
務
取
締
役
営
業
本
部
長
を
担
当
。

平
成
16
年
に
松
下
、三
菱
、N
E
C
の
出
資
に

よ
り
エ
ム
シ
ー
ア
ク
セ
ス
・
サ
ポ
ー
ト
株
式

会
社
を
設
立
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
松
下（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）に
は
毎
年
、明

治
大
学
卒
業
生
が
数
人
入
社
し
て
い
た
が
、

私
の
部
下
に
も
明
治
大
学
卒
が
多
か
っ
た
。

明
大
生
は
頭
脳
明
晰
と
は
言
え
な
い
が
、目

標
に
向
か
っ
て
の
情
熱
、エ
ネ
ル
ギ
ー
は
お

お
い
に
あ
っ
た
。つ
ま
り
、考
え
る
よ
り
2
〜

3
日
徹
夜
し
て
も
へ
こ
た
れ
な
い
体
力
勝
負

に
猛
け
て
い
た
よ
う
に
思
う
。私
の
部
署
に

配
属
さ
れ
る
新
入
社
員
は
他
大
学
卒
業
生
を

も
含
め
て
、そ
ん
な
人
間
が
多
か
っ
た
。頭
と

上
半
身
は
前
へ
前
へ
と
行
く
が
、足
が
つ
い
て

ゆ
け
な
い
。足
腰
を
鍛
え
る
必
要
が
あ
る
。学

問
で
は
歯
が
た
た
な
い
の
で
、私
の
部
署
で

は
人
間
学
、人
物
を
磨
く
訓
練
を
長
い
間
続

け
た
。読
書
、勉
強
会
、論
語
勉
強
会
等
、書
生

じ
み
た
事
を
行
い
、今
考
え
る
と
部
下
達
に

は
迷
惑
を
か
け
た
。

　
組
織
の
中
で
仕
事
を
す
る
時
、特
に
リ
ー

ダ
ー
に
な
っ
て
か
ら
は「
自
分
は
何
の
能
力
も

無
い
人
間
だ
」と
思
う
よ
う
に
し
た
。だ
か
ら
謙

虚
に
他
人
の
、又
、能
力
の
あ
る
人
の
力
を
借

り
る
べ
く
、一
人
で
も
多
く
の
人
に
喜
ん
で
仕

事
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
心
掛
け
て
き
た
。

「
大
賢
は
大
愚
に
似
た
り
」と
言
う
け
れ
ど
も
、

大
賢
で
な
い
だ
け
に
愚
か
な
自
分
を
あ
る
が

ま
ま
に
出
せ
ば
良
か
っ
た
。我
欲
を
捨
て
、忘
己

利
他
を
心
掛
け
、私
の
担
当
す
る
職
場
は「
賢

く
な
い
リ
ー
ダ
ー
だ
か
ら
俺
た
ち
が
頑
張
ら

ね
ば
会
社
が
ダ
メ
に
な
る
」と
皆
が
思
っ
て
く

れ
る
よ
う
な
組
織
風
土
に
自
然
に
な
っ
て
い
っ

た
と
思
う
。前
述
し
た
よ
う
に
浅
学
を
自
覚
し

て
い
る
の
で
変
な
プ
ラ
イ
ド
も
一
切
無
い
、明

治
大
学
卒
で
良
か
っ
た
と
思
う（
笑
）。

　
最
後
に
、時
々
講
演
を
頼
ま
れ
る
こ
と
が

あ
る
。そ
の
時
に
必
ず
話
す
内
容
を
メ
モ
し

ま
す
。人
間
の
1
0
8
の
煩
悩
の
中
で
最
も

悪
い
煩
悩
が
三
つ
あ
る
。

三
毒
：
何
で
も
欲
し
が
る「
貧（
ト
ン
）」、す

ぐ
怒
る「
瞋（
ジ
ン
）」、不
平
不
満
を
言
う「
痴

（
チ
）」。そ
う
言
う
三
毒
を
な
く
す
た
め
に
は

自
戒
、精
進
等
あ
る
が
難
し
い
。す
ぐ
に
で
も

出
来
る
こ
と
が
あ
る
。布
施
で
あ
る
。し
か
も

お
金
が
無
く
て
も
出
来
る
八
つ
の
布
施
が
あ

る
。「
無
財
八
施
」で
あ
る
。

●
明
る
く
和
か
な
表
情
で
人
に
接
す
る
和
顔
施

●
愛
情
に
満
ち
た
表
情
の
慈
眼
施

●
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い
手
施

●
人
の
た
め
に
労
を
惜
し
ま
な
い
足
施

●
や
さ
し
い
心
を
口
に
持
っ
て
い
く
愛
語
施

●
人
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
耳
施

●
奉
仕
の
心
、立
ち
居
振
る
舞
い
の
身
施

●
心
に
心
を
施
す
心
施

こ
の
事
は
、最
初
は
型
か
ら
入
り
、機
会
あ
る

ご
と
に
人
に
話
し
、俺
っ
て
こ
ん
な
人
間
だ
っ

た
の
か
と
勘
違
い
し
、そ
の
繰
り
返
し
で
徐
々

に
自
分
の
も
の
と
な
り
、自
分
の
生
き
様
に
な

る
。剣
道
の
極
意
、守
、破
、離
だ
と
思
う
。

　
私
の
理
想
と
す
る
生
き
方
は
、子
曰
く
、70

才
に
な
っ
た
ら
心
の
欲
す
る
ま
ま
に
行
動
し

て
も
、社
会
の
ル
ー
ル
か
ら
逸
脱
し
な
い
と

い
う
生
き
方
で
す
。今
、心
の
欲
す
る
ま
ま
に

従
え
ば
、大
変
な
事
に
な
る
。死
ぬ
ま
で
修
行

と
思
っ
て
い
ま
す
。

増
田 

治
美

「
明
大
生
は
体
力
と
情
熱
が
取
り
柄
」

増田治美（64歳） 昭和21年12月15日生まれ
昭和45年 3月 明治大学商学部商学科卒業
 4月 松下電器産業株式会社入社
 10月 松下通信工業株式会社東京
  営業所配属
平成12年 6月 同社 情報システム事業部取
  　　 締役事業部長
平成13年 6月 同社 システムソリューション
  　　 カンパニー社長
平成14年 6月 同社 常務取締役営業本部長
平成16年 4月 エムシーアクセス・サポート
  株式会社設立
  （松下電器、三菱電機、日本
  電気出資）代表取締役専務
平成18年 6月 同社  代表取締役社長
平成21年 6月 同社  取締役社長
現在に至る

昭
和
45
年
商
学
部
卒

右上、右下：奥様とのツーショット写真。
左：ゴルフ仲間との写真。



　
　
11
月
26
日（
土
）日
本
一
前
夜

　

校
友
会
柳
田
氏
が
代
表
理
事
で
あ
る
N
P
O

法
人
と
し
ま
N
P
O
推
進
協
議
会
主
催
の「
社

会
貢
献
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
懇
親
会
会
場

で
柳
田
氏
か
ら
彼
の
携
帯
電
話
を
渡
さ
れ
た
の

が
日
本
一
と
い
う
歴
史
的
な
出
来
事
の
始
ま
り
。

　

電
話
の
相
手
は
、校
友
会
島
倉
氏
で
、ご
存
知

の
通
り
、彼
は「
明
治
大
学
野
球
部
を
愛
す
る　

会
」会
長
。開
口
一
番
、「
先
輩
、日
本
一
の
チ
ャ
ン

ス
で
す
の
で
、明
日
、と
に
か
く
神
宮
球
場
正
門

前
に
来
て
く
だ
さ
い
。」と
の
熱
い
誘
い
を
受
け

て
、訳
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
、二
つ
返
事
で

O
K
。

　

明
大
野
球
部
が
六
大
学
秋
季
リ
ー
グ
で
優
勝

し
た
こ
と
は
当
然
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、し
か
し

日
本
一
と
言
わ
れ
て
も
実
は
ピ
ン
ト
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
　
11
月
27
日（
日
）日
本
一
当
日

　

島
倉
親
子
と
共
に
神
宮
球
場
に
入
る
。母
校

の
応
援
は
何
と
40
年
以
上
振
り
と
な
る
。所
定

の
一
塁
外
野
側
の
応
援
席
に
陣
取
る
。大
学
野
球

の
熱
烈
な
フ
ァ
ン
で
満
席
状
態
、応
援
用
の
制
服

制
帽
姿
の
O
B
も
含
め
試
合
開
始
が
待
て
ず
既

に
舌
戦
を
ス
タ
ー
ト
。

　

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、「
明
治
神
宮
外
苑

創
建
85
年
記
念
第
42
回
明
治
神
宮
野
球
大
会

決
勝
戦
」の
文
字
。

　

決
勝
戦
の
対
戦
相
手
は
、愛
知
学
院
大
。午
後

1
時
46
分
、「
白
雲
な
び

く
駿
河
台
・・・
」の
校
歌

と
共
に
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
。

明
大
の
先
発
投
手
は
、先

日
、広
島
ド
ラ
フ
ト
1
位

指
名
を
受
け
た
エ
ー
ス

野
村
君
。前
半
の
5
回
ま

で
は
、愛
知
学
院
大
投
手

永
岡
君
の
好
投
も
あ
り
、

緊
迫
し
た
投
手
戦
で
両

者
無
得
点
。

　

気
分
転
換
を
兼
ね
て

球
場
売
店
で
熱
燗
の
日

本
酒
で
暖
を
と
り
始
め

た
6
回
、阿
部
君
が
均
衡
を
破
る
先
制
打
を
放

ち
1
点
先
取
。慌
て
て
、残
り
の
日
本
酒
を
一
気

飲
み
し
て
応
援
席
に
戻
り
、応
援
歌
の
合
唱
に

加
わ
る
。第
一
応
援
歌「
紫
紺
の
歌
」か
ら
始
ま
り

「
血
潮
は
燃
え
て
」、「
紫
紺
の
旗
の
下
に
」と
怒
涛

の
メ
ド
レ
ー
で
応
援
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
は
最
高
潮

に
達
す
る
。40
年
以
上
振
り
の
応
援
で
し
た
が
、

自
然
と
歌
詞
が
出
て
く
る
こ
と
に
は
自
分
な
が

ら
驚
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、明
大
の
気
迫
に
負
け
、愛
知
学
院
大

は
投
手
交
代
を
小
刻
み
に
継
投
す
る
も
、8
回
、

中
嶋
君
が
ダ
メ
押
し
の
追
加
点
を
た
た
き
出

し
、2
対
0
と
な
る
。

　

公
式
戦
最
後
の
マ
ウ
ン
ド
を
託
さ
れ
た
野
村

君
の
右
腕
が
冴
え
、大
学
で
は
自
身
初
の
2
戦

連
続
先
発
で
は
あ
っ
た
が
、終
わ
っ
て
み
れ
ば
、散

発
4
安
打
の
無
四
球
完
封
、残
塁
ゼ
ロ
で
打
者

27
人
を
わ
ず
か
91
球
で
抑
え
有
終
の
美
を
飾

る
。圧
巻
は
、最
大
の
ピ
ン
チ
と
な
っ
た
7
回
1

死
三
塁
の
場
面
で
、相
手
の
ス
ク
イ
ズ
を
察
知
し

て
プ
ロ
並
み
の
技
術
で
抑
え
る
。

　

今
回
の
優
勝
は
、1
9
9
6
年
以
来
、15
年
振

り
と
な
る
秋
の
大
学
日
本
一
に
輝
き
、5
度
目
の

優
勝
は
単
独
大
会
最
多
を
記
録
。明
大
創
立

1
3
0
周
年
に
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
日
本
一

の
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
た
我
が
野
球
部
。

　

す
っ
か
り
日
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
神
宮
球
場

に
伝
統
の
応
援
歌「
神
宮
勝
歌
」を
全
員
合
唱
で

締
め
く
く
り
と
な
る
。

　

お
陰
さ
ま
で
、歴
史
的
な
瞬
間
に
立
ち
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。島
倉
会
長
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
明
大
野
球
部
日
本
一
」

板
橋 

光
一

昭
和
47
年
法
学
部
卒 

ド
キ
ュメ
ン
ト

 収　入　の　部   支　出　の　部  

　   科　目 金　額 　　　備　考 　　  科　目 　　金　額 　　   備　考

前年度繰越金 106,964  イベント経費 108,551 
21 年度会費 222,000 74 人×3,000 円 本部拠出金 30,000 北部支部
広告料収入 20,000  会報作成費 57,206 
イベント剰余金 129,710  通信費 34,510 はがき・切手等
他支部祝金等 60,000  郵便振込手数料 8,360 
受取り利息 32  渉外費 60,000 隣接支部祝金等
寄付金 30,000 含受取補助金 その他経費 12,991 
     
   次年度繰越金 257,088 

　　   計 568,706  　　 　 計 568,706 

平成23年度 決算報告書　平成22年10月1日～平成23年9月30日まで （単位　円）




